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リコーグループは、環境パフォーマン

スデータとその収集・集計システム

( 環境経営情報システム) について第

三者検証を受審し、環境経営報告書を

通じてステークホルダーの皆様に情

報を開示しています。また検証結果を

環境経営の改善・進歩のために役立

てています。2004年度からは「シス

テム検証」の考え方を取り入れまし

た。データ間の整合性に加えて、シス

テムが信頼性の高いデータを収集・

集計するために有効に機能している

かどうかが検証されています。今後も、

第三者検証をより有効に活用し、継続

的な改善を進めていきます。

資 料 第三者検証

参考所見

ＢＶは、リコー本社及び検証実施サイトの

データの検証過程において、その都度、気

付きや意見を報告してきた。それらを含め

た全体的な所見は、以下の通りである。

●近年新しく報告書のバウンダリーに

　入ったサイトの集計データも、従来から

　のサイトの集計データと同様に、報告書

　の目的に適った十分な信頼性を有して

　いることが確認できた。このことは、人

　的資源も含めてリコーグループ全体の

　集計システムが有効に機能している証

　である。

●製品の環境影響に関して、ブルーエン

　ジェルの規格要求事項の変更に素早く

　対応して、厳しい基準に着実に対応して

　いる。また、コピー機の省エネルギーに

　ついては、QSUのコンセプトに基づき、

　実際の顧客の利用状況により近い形で

　の評価・改善が進められている。

●リコー池田事業所内の建て替え工事に

　伴って発見された土壌汚染に対して、

　適切な対応がとられている。また、当事

　業所における汚染物質の使用履歴は、

　5年前に実施された生産拠点の製造プ

　ロセスにおける対象物質の使用調査で

　既に把握されており、それに基づいた適

　切なリスク管理が行われていた。また、

　リコーグループは土壌汚染の調査範囲

　を生産拠点だけでなく、全ての非生産拠

　点に拡大して実施するなど大変積極的

　に取り組んでいる。

●所有車両の燃料使用量は計上するが、レ

　ンタカーの燃料使用量は計上しないこ

　とになっている。使用者としても使用量

　の削減に影響できる範囲と捉え、取り組

　むことを検討して頂きたい。

●中国の生産拠点であるSRF、SRDにお

　いては、相当する排出係数がないという

　理由で使用した蒸気量に相当するCO2

　が計上されていなかった。これらの例に

　見られるような不確かな要素を含む

　データは、推定値を計上することにより、

　報告書に記載された値と実体の値との

　ギャップを更に小さくすることも検討し

　て欲しい。

●毎年新しいサイトで検証を実施してい

　るが、過年度に他のサイトで指摘した内

　容と同じことを指摘する事例に今回も

　遭遇した。同じ内容の指摘をした例とし

　ては、データ入力時のミスを減少させる

　ための仕組みの必要性や化学物質排

　出移動先の不適切な分配係数が挙げら

　れる。改善事例を他のサイトに共有する

　仕組みの強化が必要ではないか。

1. 良かった点 2. 今後の課題
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リコーグループ環境行動計画（2005年度～2007年度）／進捗状況（2006年度実績）

《日本》エネルギー消費量の推移 白黒複写機・複合機

《日本》エネルギー消費量の推移 カラー複写機・複合機

《日本》省エネモードからの復帰時間の推移 カラー複写機・複合機

《グローバル》ＱＳＵ技術によるＣＯ2の削減量

《グローバル》複写機・トナーカートリッジの回収実績／再資源化率

《グローバル》 再生資源使用量の推移

前身機（新造機）と再生機のＬＣＡ比較（ＣＯ2排出量）

《グローバル》製品の環境影響化学物質排出基準達成状況

《日本》エネルギー使用量 リコーグループ（生産）

《日本》エネルギー使用量 リコーグループ（非生産）

《日本》主要なエネルギーの使用量内訳 リコーグループ（生産）

《海外》エネルギー使用量 リコーグループ（生産）

《リコーグループ全体》ＣＯ2以外の温室効果ガス排出量（ＣＯ2換算） リコーグループ（生産） 

リコーロジスティクスの輸送におけるＣＯ2、ＮＯｘ、ＳＯｘ排出量

《リコーグループ全体》廃棄物総発生量 リコーグループ（生産）

《リコーグループ全体》水の使用量 リコーグループ（生産）

《日本》廃棄物再資源化率／総発生量／総排出量／最終処分量 リコーグループ（生産）

《日本》廃棄物再資源化率／総排出量／最終処分量 リコーグループ（非生産）

《海外》廃棄物再資源化率／総発生量／総排出量／最終処分量 リコーグループ（生産）

《リコーグループ全体》リコー削減対象物質の使用量・排出量推移 リコーグループ（生産）

《リコーグループ全体》公害防止関連項目（NOｘ、SOｘ、BOD）の排出量推移 リコーグループ（生産）

リコーグループ生産関連事業所 地下水汚染調査結果と浄化状況（2007年3月現在）

事業活動全体のエコバランス

2006年度 リコーグループのコーポレート環境会計
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■ BV検証済データ一覧
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　伴って発見された土壌汚染に対して、

　適切な対応がとられている。また、当事

　業所における汚染物質の使用履歴は、

　5年前に実施された生産拠点の製造プ

　ロセスにおける対象物質の使用調査で

　既に把握されており、それに基づいた適

　切なリスク管理が行われていた。また、

　リコーグループは土壌汚染の調査範囲

　を生産拠点だけでなく、全ての非生産拠

　点に拡大して実施するなど大変積極的

　に取り組んでいる。

●所有車両の燃料使用量は計上するが、レ
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　とになっている。使用者としても使用量

　の削減に影響できる範囲と捉え、取り組

　むことを検討して頂きたい。

●中国の生産拠点であるSRF、SRDにお

　いては、相当する排出係数がないという

　理由で使用した蒸気量に相当するCO2

　が計上されていなかった。これらの例に

　見られるような不確かな要素を含む
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　るが、過年度に他のサイトで指摘した内

　容と同じことを指摘する事例に今回も

　遭遇した。同じ内容の指摘をした例とし

　ては、データ入力時のミスを減少させる

　ための仕組みの必要性や化学物質排

　出移動先の不適切な分配係数が挙げら

　れる。改善事例を他のサイトに共有する
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